


●開会宣言
●ご門主様お焼香
●勤行『正信念仏偈』（Ｐ８参照）
●ご門主様お言葉
●仏青連盟会長挨拶
●歴代中央委員長・指導講師紹介
●感謝のことば

●ブースコンテスト（聞法会館３F他）
●NUM-NUM GIRLS（多目的ホール）
　１６：００～　１７：１０～
●ともしえ（多目的ホール）
　１６：２０～　１７：３０～
●消しゴムはんこ（北境内地休憩施設）
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TIME SCHEDULE
14:00　記念式典（御影堂）

14:45　記念講演（御影堂）

15:15　オリエンテーション

15:30　会場移動

16:00　記念行事

18:05　閉会式

19:00　仏青交流会（聞法会館３階）

　　　　仏青大同窓会（東急ホテル）

ネパール開教事務所長
ソナム・ワンディ・ブティヤ師

●ブースコンテスト発表
●閉会宣言
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記
念
行
事
会
場
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記念式典会場
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仏
教
青
年
連
盟
会
長

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
長

　

本
日
は
「
伝
灯
奉
告
法
要
協
賛　

仏
教

青
年
連
盟
結
成
50
周
年
記
念
の
集
い
」に
、

よ
う
こ
そ
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
集
い
を
「
第
25
代
専
如
門
主 

伝
灯
奉
告
法
要
」
の
ご
勝
縁
に
あ
わ
せ
て

開
催
で
き
ま
し
た
こ
と
、
誠
に
有
り
難
く

存
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
仏
教
青
年
連
盟
と
し
て
は
結
成

50
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
集
い
と
な

り
、
た
い
へ
ん
慶
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
ご
門
主
様
・
前
門
様
に
、

仏
教
青
年
活
動
に
ご
尽
力
賜
っ
た
こ
と
に

感
謝
す
る
集
い
で
も
あ
り
ま
す
。

　

開
催
テ
ー
マ
は
「
温
故
知
新
〜
う
け
つ

ぐ
伝
灯　

伝
え
る
よ
ろ
こ
び
〜
」
で
あ
り

ま
す
。
世
代
・
団
体
を
越
え
、
仏
教
青
年

連
盟
に
ご
縁
の
あ
る
方
々
と
共
に
、
今
ま

で
の
歴
史
を
振
り
返
り
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
次
の
時
代
に
向
け
新
し
い
活
動
の
あ

り
方
を
模
索
し
て
い
く
と
い
う
意
図
が

こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
集
い
に
は
、
仏
教
青
年
と
し
て

現
在
活
躍
中
の
方
、
こ
れ
ま
で
活
動
さ

れ
て
い
た
方
に
も
多
数
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
仏
教
婦
人
会
総
連

盟
や
仏
教
壮
年
会
連
盟
、
少
年
連
盟
、

本
派
ス
カ
ウ
ト
指
導
者
会
な
ど
の
教
化

団
体
の
皆
さ
ん
に
も
、
記
念
行
事
の

ブ
ー
ス
出
展
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
こ

れ
ま
で
に
な
い
世
代
・
団
体
を
越
え
た
、

新
た
な
活
動
の
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
集
い
を
機
縁
に
、
法
灯
を
継
承

さ
れ
ま
し
た
ご
門
主
様
の
も
と
、
こ
れ

ま
で
活
動
さ
れ
て
い
た
方
々
は
も
ち
ろ

ん
、
教
化
団
体
の
皆
さ
ん
と
も
絆
を
結

び
、
大
切
な
ご
縁
の
輪
を
広
げ
て
い
た

だ
く
こ
と
を
念
願
し
、
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

石
　
上
　
智
　
康
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仏
教
青
年
連
盟
中
央
委
員
長

　

こ
の
度
、
仏
教
青
年
連
盟
は
結
成
50
周
年
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、

仏
教
青
年
連
盟
の
会
員
な
ら
び
に
仏
教
青
年
会
活

動
に
携
わ
る
す
べ
て
の
皆
様
の
お
か
げ
で
あ
り
ま

す
こ
と
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
節
目
の
年
に
長
く
仏
教
青
年
連
盟

の
総
裁
に
ご
就
任
頂
い
て
お
り
ま
し
た
ご
門
主
様

の
伝
灯
奉
告
法
要
に
合
わ
せ
て
記
念
大
会
を
開
催

で
き
ま
す
こ
と
を
有
難
く
思
い
ま
す
。

　

今
回
50
周
年
の
記
念
大
会
に
あ
た
り
、
過
去
の

資
料
を
読
み
解
き
ま
す
と
、
先
輩
方
の
仏
青
に
対

す
る
想
い
や
努
力
の
歴
史
が
今
日
の
仏
青
に
つ
な

が
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
仏
青
は
昨
日

今
日
誰
か
が
一
人
で
作
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
多

く
の
方
々
が
関
わ
り
、
た
く
さ
ん
の
想
い
が
込
め

ら
れ
、バ
ト
ン
を
つ
な
ぎ
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

仏
青
の
礎
を
築
い
て
く
だ
さ
っ
た
先
輩
方
に
心
よ

り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
に
と
っ
て
仏
青
と
は
ど
ん
な
存
在
で

し
ょ
う
か
。
あ
る
人
に
と
っ
て
は
学
び
の
場
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
あ
る
人
に
と
っ
て
は
出
逢
い
の
場

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ
る
人
に
と
っ
て
は
居
場

所
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
人
そ
の
人
に
と
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
意
味

を
持
つ
か
ら
こ
そ
仏
青
は
そ
の
時
代
そ
の
時
代

に
必
要
と
さ
れ
て
き
た
の
で
す
。
仏
青
は
多
く

の
若
者
の
心
を
惹
き
つ
け
て
き
ま
し
た
。
仏
青

を
通
し
て
多
く
の
若
者
が
多
く
の
ご
縁
に
遇
い

ま
し
た
。
仏
青
が
多
く
の
若
者
の
人
生
を
心
豊

か
な
も
の
に
し
て
き
ま
し
た
。

　

阿
弥
陀
様
の
元
に
集
っ
た
若
者
が
青
春
の
１

ペ
ー
ジ
を
仏
青
で
刻
む
、
そ
ん
な
仏
青
の
存
在

を
私
は
誇
り
に
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
50
年

に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
の
50
年
も
み
ん
な
で
こ

の
「
仏
青
」
を
大
切
に
し
て
い
け
た
ら
と
願
い

ま
す
。

　

本
日
は
遠
近
各
地
よ
り
の
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
諸
先
輩
方
や
仏
青
の
会
員
の
方
々
、
ま

た
ご
協
力
い
た
だ
い
た
教
化
団
体
を
は
じ
め
、

多
く
の
方
々
に
対
し
、「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」
と
お
伝
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

松
　
本
　
光
　
生
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正
信
念
仏
偈
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念
仏
・
回
向
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記　念　講　演

ネパール開教事務所長
ソナム・ワンディ・ブティヤ　師

１９７３年、インド北部の熱心な仏教徒の家庭に生まれる。２０歳の
とき、３年３ヶ月の瞑想行を終えディプラの称号（日本で言えば阿闍
梨）の受ける。２５歳のとき、インドのブッダガヤで浄土真宗の僧侶、
向坊弘道師とであい、他力の教えに惹かれ浄土真宗へと転向。カトマ
ンズ本願寺の前身であるグリーンライフ仏教研究所ネパールの所長と
なり、その後、浄土真宗本願寺派の教師と開教師を取得し、現在ネパー
ルにあるカトマンズ本願寺にて開教事務所長を務める。

１４：４５から御影堂にて
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記　念　行　事

東九州龍谷高校の部活動である「宗教部」「聖歌隊」の女子生徒有志で昨
年４月に結成された “ご縁づくり ”グループ。お念仏のよろこびを伝えら
れる歌を発信することを目的に、これまで約５０ヶ所で公演を行う。昨年
８月にリリースした 1st シングル「夏の終わりのナムナムタイム」直後
からメディアの取材が殺到。想定外の反響により「アイドル」の肩書は外
し、生徒が考案したミュージカル風の公演で、神戸別院「阪神淡路大震災
物故者総追悼法要」や別府別院「ご門主大分教区ご巡回・ご巡拝記念行事」
の大舞台を成功させた。県内で全国的な活躍をした団体を表彰する「大分
合同新聞社賞 2016」の話題賞を受賞。５月１日に 2nd シングル「さよ
なら先輩」をリリース。今年はさらに若者の中に入っていく活動をめざす。

東九州龍谷高校
NUM-NUM GIRLS

①１６：００～　②１７：１０～　聞法会館にて
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記　念　行　事

ともしえとは、影絵を用いて浄土真宗の布教・伝道を行う団体。み教えを
伝えるだけでなく、今までお寺にご縁のなかった方や若い方にも親しみや
すい布教の形をめざしている。用いる影絵は、切り絵であり映像劇。暗い
中に灯す光、セリフや音楽によってその世界へと誘う。2013年に設立し、
全国各地の寺院での法座を中心に活動を行う。

影絵法話
と　も　し　え

①１６：２０～　②１７：３０～　聞法会館にて

上映作品「親鸞聖人影絵伝　～出家学道～」
時は１１７３年５月２１日、京都・日野の里でお生まれになられた親鸞聖人は、
9歳の春、僧侶になる決意をされ、東山の青蓮院を訪れられた。その当時の京都
は、源平合戦、更には大地震や飢饉などが起こり、決して豊かな都とは言い難い
状況であった。そのような厳しい時代を生きられた幼い親鸞聖人の目に、人間の
生死はどのように映り、どのようなお心でお得度されたのだろうか。
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記　念　行　事
１６：００から聞法会館にて

ブースコンテスト

□長野教区

「三大珍味」

□熊本教区
「飛ばす！！
復興への想い」

15

□福井教区

「吉崎七不思議」

□新潟教区

「にいがたご当地クイズ」

□ガールスカウト 
沙羅の会
「利き茶」

□北海道教区

「ほっかいどうでしょう？」

□東京教区

「東京（五）輪投げ」

□国府教区

「投げ物屋台」

□富山教区

「ピンポンダーツ」

□高岡教区

「仏青エンニチ」

□石川教区
「熊本地震災害義援金募金

コイン落とし」

□東海教区

「ふれあい物産展」

□京都教区

「クイズ」

□大阪教区

「教区活動・名所紹介」

□和歌山教区
「ＷＳＫ５０鷺森別院
子ども会カルタ」

□兵庫教区
「当たりますか？安心して
ください。当たりますよ！」

□備後教区
「飛び出す仏教アート
（佛ったまげアート）」

□安芸教区

「ＰＥＡＣＥおりがみ」

□山口教区

「松蔭先生を救え！」

□北豊教区

「北豊どっきり！大作戦」

□福岡教区

「言葉探しゲーム」

□大分教区

「わなげ」

□佐賀教区

「手作りゲーム」

□長崎教区
「とっとっと？すーすーす？あなたも
きっとかるたーショック長崎弁カルタ」

□宮崎教区

「宮崎デザインの島ぞうり」

□鹿児島教区
「田中副委員長からの脱出
～ミニチーたんを救え！」

□九州第５ブロック

「九州アドベンチャーツアー」

□仏教婦人会総連盟

「フェイスペイント」

□仏教壮年会連盟
「活動紹介・
名物お菓子配布」

□少年連盟
「レクリエーション
ツールの展示と実演」

ワークショップ

「消しゴムはんこ」

みんなではんこを押して

大きな作品をつくります

※ブースコンテストについて（ワークショップは除く）
各教区・団体のブースを回って、自分が一番気に入ったブースに投票しよう。
投票は聞法会館1階に設置してあるパネルにプトラシールを貼ればＯＫ！



第４ブロック

第
１
ブ
ロ
ッ
ク

第２ブロック
第３ブロック

第
５
ブ
ロ
ッ
ク

参加者同士でシールを交換して地図の中に貼ろう！
大会記念品をもらうためには、すべてのブロックで
最低１枚のシール（５色のシール）が必要だ！

ワークショップ（消しゴムは
んこなど）のブースへ行って
スタンプをもらおう！

各団体（仏婦・仏壮・少年・
スカウト）のブースへ行っ
てスタンプをもらおう！

歴代中央委員長（胸に花の
リボンをつけている人）か
ら金のシールをもらおう！

は ん こ

スタンプ

シ ー ル

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
　
仏
教
青
年
連
盟
機
関
誌
　
2016

年
10
月
9
日
発
行
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